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■霧島防災検討委員会とは、
霧島火山群における火山防災の方向性や包括的な防災対策を検討すると伴に、その
実施に向けての課題解決のため、学識経験者等の意見を広く聴取し、検討すること
を目的に設置している。

　　　について

なお、委員会終了後に取材対応の時間を設けていますので、ご要望があれは委員会
終了後に事務局に申し出て下さい。

※取材報道に関するお願い
　本委員会は、公開としておりますが、以下の点に了承していただきますようお願いします。

　・カメラ撮りは、冒頭から議事に入るまででお願いします。
　・傍聴は可能です。但し、議会中の発言はご遠慮下さい。
　・発言者を特定した記事はご遠慮下さい。

○議事内容：

　　・噴火と土砂災害のシナリオの案の確認
　　・えびの高原周辺・大幡池を対象とした火山噴火緊急減災対策砂防計画の検討開始

　　・H24年度霧島火山災害予測図検討分科会の討議概要

　　・噴火と土砂災害のシナリオの見直し検討内容
　　・噴火シナリオの前提条件の確認

　　・これまでの経緯と本委員会の目的
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平成24年度第2回
霧島火山防災検討委員会の開催について

霧島火山災害予測図検討分科会の検討内容を確認します。
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　　・霧島火山災害予測図検討分科会長からの報告

○実施日時：平成２５年２月２８日（木）　　１０：００　～　１２：００

○実施場所：ホテル　パレスイン鹿児島　（別紙参照）　３Ｆ　牡丹の間

　国土交通省と宮崎県及び鹿児島県では、H23年新燃岳の噴火に関して、これまでに

緊急的な調査やハード・ソフト対策を実施しており、平成24年7月、「霧島火山緊急

減災対策砂防計画（新燃岳・御鉢）」を策定しました。今後、えびの高原周辺及び大

幡池を火口とする計画策定に向けて検討をしていきます。

　今年度、「霧島火山災害予測図検討分科会」を２回開催し、「えびの高原周辺及び

大幡池」を想定火口とする火山現象や規模から設定した噴火シナリオ及び災害予測図

について、見直し検討してきたところです。今回、今年度第２回の霧島火山防災
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　　住  所：鹿児島市樋之口町8-2

　　ＴＥＬ：099-223-1111

ホテル パレスイン鹿児島 　３Ｆ　牡丹の間

　　〈拡大図〉

　パレスイン鹿児島

会場案内

　パレスイン鹿児島

◆車利用の場合　　 鹿児島IC下車鹿児島中央駅方面へ約２０分
◆JR利用の場合　   鹿児島中央駅より市電に乗り換え市立病院前下車徒歩５分
◆バス利用の場合　 鹿児島中央駅より高見馬場バス停下車徒歩5分

別　紙


